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	7回膜貫通型受容体であるfrizzledファミリーのメンバーと共受容体として機能し、Wntタンパク質（PubMed:11336703、PubMed:11448771、PubMed:15778503、PubMed:11719191、PubMed:15908424、PubMed:16252235）によるシグナル伝達を担う。Wnt-Fzd-LRP5-LRP6複合体の構成要素であり、受容体-リガンド複合体をリボソームサイズのシグナルソームへと凝集させることでβ-カテニンシグナル伝達を誘導する。骨形成において極めて重要な役割を果たすWnt/β-カテニンシグナル伝達の細胞表面共受容体。 Wnt誘導性のFzd/LRP6共受容体複合体はDVL1ポリマーを細胞膜へリクルートし、DVL1ポリマーはAXIN1/GSK3B複合体を細胞表面にリクルートすることでシグナルソームの形成を促進し、AXIN1/GSK3を介したβ-カテニンのリン酸化と分解を阻害する。胚葉形成期における上胚葉後部のパターン形成に必須である（類似性に基づく）。
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	カリキュリン細胞溶解物で処理した heLa 細胞における Phospho-LRP6 (S1490) 発現のウエスタン ブロット分析。

